
皆様、こんにちは。会長挨拶をさせていただきます。

先週の卓話で、セミナーの感想を話していただいた

山田孝二さん、尾本さん、志賀さんお疲れ様でした。

今まではセミナーや委員会の報告は委員会報告で

行っていましたが、卓話でゆっくりと話していただくの

もアリだなと思いました。そして、ガバナー公式訪問

懇談会の感想を自分と柳幹事で話をさせていただき

ました。柳幹事ありがとうございました。自分も皆さん

の前でお話しすることで、復習という意味でアウトプッ

ト出来たことは、とても良かったです。また１００％出席

の表彰式ではチャーターメンバーの島田さんが３７年

間１００％出席を達成しました。改めてお祝い申し上

げます。これからも４０年そして５０年を目指して頑

張ってください。さて、話は変わりまして先週お話しし

ました原田義之さんの「続　輝く瞳に会いに行こう」の

ことを少し喋らせてください。原田さんは元々兵庫地

区高砂青松ロータリークラブに所属していたそうで

す。それから1990年に46歳にして生産拠点を東南ア

ジアに移すためにタイのチェンライに単身で渡り、そ

の時にチェンライロータリークラブに入ったみたいで

す。タイに渡った時に宿泊していたホテルでタイの奉

仕団体がチェンライの小学校に図書を寄贈したという

ニュースを見て、その時の子供の嬉しそうな顔と輝く

瞳が印象的だったと書かれています。それから１５年

間、北タイ36小学校に図書を贈り続けたそうです。そ

の時にアカ族青年アリヤさんが来られてアカ族の現

状を話して原田さんに助けを求めたそうです。  

◆期首会員数　     　36名      ◆入会者　        1名 ◆退会者　0名　 ◆現在　　37名 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長崎西ロータリークラブ　2021年10月12日　第1698例会　No7

奉仕しよう
みんなの人生を豊かにするために

四つのテスト　現行はこれに照らしてから　1.真実かどうか　2.みんなに公平か　3.好意と友情を深めるか　4.みんなのためになるかどうか

◆会長挨拶　嶽本幸次会長

◆10/12例会出席　 26名　   ◆免除者出席 　10名　　 ◆欠   席    11名　         ◆出席率 　72.22%　 

◆米山奨学生奨学金支給並びに近況報告

丁　宇欣(ﾃｲｳｷﾝ)さん  

◆司会　島田靖彦SAA委員　　◆四つのテスト　許斐義彦会員　　◆ご来訪ロータリアン

アカ族は８００年ほど前に中国平野部で農耕生活

を送っていましたが、蒙古に襲撃を受けてミャン

マー、ラオス、北タイに散らばったそうです。です

からタイ人にとってアカ族は、タイ人では有るけれ

どもよそ者という感じで差別されています。タイは、

もちろんタイ語が母国語になりますが、アカ族はア

カ語しか話せない人が多く、識字率はとても低い

です。先週も話しましたが、 低所得国のすべての

子どもが基本的な識字力を身につけて学業を終

えることができれば、推定1億7100万人が貧困から

解放されるとされています。また、基本的な教育を

受けられないと普通に就職することは難しく、犯罪

に手を染める道にと進むことも多くあります。改め

て識字率向上の大切さを感じました。時間になりま

すので続きは、またの機会をいただいてお話しし

ます。以上で会長挨拶を終わります。  

◆結婚・誕生・入会祝い　10/10～10/23

【結婚祝】　10/10　山田恭裕さん　10/10　須齋正幸さん 

　　　　　　　10/12　吉田良尚さん　10/13　秋山富也さん 

【誕生祝】　10/14　水本由幸さん 

　　　 

◆卓　話

長崎税務署　法人課税第一部門

連絡調整官　古賀達彦さん
「消費税　インボイス制度等について」



　ニコニコ箱　　　　　目標　1,200,000円 10/12　　　42,000円　　　累計　 278,000円

　ロータリー財団寄付　目標１人150ドル/年間 10/12　　　  1,000円　　　累計　　53,000円

　米山記念奨学寄付　　目標１人16,000円/年間 10/12　　　  1,000円　　　累計　　82,000円

◆会長　嶽本幸次　幹事　柳　龍一郎　◆創立：昭和 59 年 10 月 2 日 ◆事務局住所：長崎市東古川町 4 - 16 フジビル 202
◆事務局連絡先: Tel:095-828-1091　 Fax:095-824-5520　◆e-mail:nwrc2740@ngs2.cncm.ne.jp
◆例会：【火】午後１２時３０分　◆例会場:ホテルニュー長崎 　Tel:095-826 -8000　　
◆作成:公共イメージ Pプロジェクト委員会/クラブ会報委員会  ◆委員長:北口功幸　◆編集:事務局　中田久美子
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◆ハイライトよねやま　259号 

◆嶽本幸次さん　古賀達彦様、卓話よろしくお願い　

します。 

◆柳龍一郎さん　長崎税務署　古賀達彦様、本日　 　

はどうぞよろしくお願いいたします。  

◆日高豊久さん　今年度も皆勤賞頂きました!　 　　　　

今日から又島田さん目標に頑張ります。  

◆平山寿則さん　出席表彰ありがとうございました。　 　

引き続き出席を頑張ります。  

◆馬場政徳さん　誕生・結婚・入会記念自祝。  

◆クラブフォーラム　

◆10月・11月スケジュール

◆幹事報告　柳　龍一郎幹事

①例会場変更のお知らせ　  

長崎南RC　11月より例会場がヒルトン長崎に変更  

②理事会報告 

■西会日程変更の件　　10月は夜の会合が多い

ので10/28(木)西会を11月に変更した方がいいの

ではというご意見をいただいたため。11月には合

同例会予定、また地区大会有り。10月で調整をか

け11月から通常予定に戻したい。コロナが落ち着

いているうちに行事を進めたい。現状の予定案に

て執り行う。　  

■地区大会での応援協力の件  場内外の誘導に

ついて。参加者の方の中からお願いをする。  

■地区補助金事業進捗状況報告の件  

発注完了、現地での贈呈式(10/12)、26日例会で

の目録贈呈・卓話を予定。  

■会員拡大進捗状況確認の件  情報シートを使

用して報告を行っていく。数名の方へのアプロー

チをしている。　  

③11/2職場訪問例会　開始時間変更有　出島メッ

セ長崎　お弁当はホテルニュー長崎に依頼

④11/9長崎みなとRCとの合同例会(ホスト西RC//

余興あり)　夜例会の会費については、昼例会時

の予算を当て込まずそのまま頂くものとする。  

《ピックアップ記事》　大学学長に就任した米山学友

現在、京都精華大学の学長を務める米山学友のウ

スビ・サコさん（マリ／1992-94／京都北ＲＣ、現在同

クラブ会員）。高校卒業後、中国の北京語言大学、

南京東南大学を経て来日した経歴の持ち主で、専

門は空間人類学。2001年に同大教員として着任し、

2018年4月より学長に就任しました。最近は、著書や

新聞寄稿、ニュース番組のコメンテーターとして、日

本社会や若者へ多様性や共生の在り方を問うメッ

セージを発信しています。今年6月24日の日経新聞

「交遊抄」で、ウスビ・サコさんの寄稿が掲載されまし

た。タイトルは「低姿勢な父」。父とは、ウスビ・サコさ

んの奨学生時代のカウンセラー、小野内会員のこと

です。「お金をもらいにクラブに行くと“世話人”なる

男性が現れた。家まで送ると言い、車の後部座席の

ドアを開けてくれる。この奨学金は運転手までつくの

かと感心した」。後に日本人女性と結婚する際も、小

野内会員が実父かのように口添えしてくれたエピ

ソードを経て、「マリでは企業の重役は車の後部座

席のドアを開けたりはしない。でも、地元の名士であ

る小野内さんは院生の私にそうしてくれた」「私も今

は学長という職にあるが、誰に対しても低姿勢でフ

ラットに接したい」という文で結ばれています。サコさ

んのように、多くの米山奨学生はカウンセラーやロー

タリアンの振る舞いから学びます。コロナ禍が落ち着

き、この事業の真髄である交流が各地で再開される

ことを願わずにはいられません。その他の記事は、

ぜひPDF版をご覧ください。

→http://www.rotary-yoneyama.or.jp/content/uplo

ads/summary/highlight259_pdf.pdf  

 

国際ロータリー理事会が指定したロータリー の特別月

間に加え、日本独自の月間テーマとして、10月は米山

月間となっています。なぜ、10月なのでしょうか？ 1975

年 8月、米山梅吉翁が逝去した 4/28までの1週間を

「米山週間」とすることが決定しました。ある地区ですで

に行われていた強化活動を全国へ広げ、米山奨学事

業を促進することが目的でした。しかし1980 年度にな

ると、米山週間は4月から10月1日～7 日へと変更され

ました。その理由はいくつかあります。一つには「ロー

タリー雑誌週間」が1978年度から4月となり、重なってし

まったこと。また、4月では各クラブへ送付される事業報

告書などの資料数字が約1年前のものとなることや、採

用されたばかりの奨学生に卓話を依頼することに無理

がある、交通機関のストライキが多い、など現実的な支

障があったためです。そして何よりも、東京ＲＣによる

米山基金から日本全地区クラブの共同事業とする決

議や合意が行われた地区大会が、いずれも 10月 だっ

たこと、これが大きな理由とされています。 1983年から

は週間制度が「月間」となり、10月が米山月間として定

着し、今に至っています。  

１０月米山月間の由来

◆ニコニコ箱　

◆吉田良尚さん　３６年前の今日、結婚式を挙げ　

ました。自宅に戻ったらきっときれいなお花が届い

ていることと思います。いつもありがとうございま

す。また、妻に感謝の気持ちを込めて。  

◆北口功幸さん　結婚記念日・創立記念自祝!!  

１０月７日です。  

◆水本由幸さん　落語家の小三治が亡くなった。

２か月程前公会堂で「粗忽長屋」を聞いたばかりな

のに。８１歳の由。合掌!  

◆山田孝二さん　ニコニコのために。  


